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学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

【成果】

１ 生徒一人一人の可能性を伸ばし、希望進 １ きめ細かい指導により、就職は100％決定 １ 学力向上１ 学力向上１ 学力向上１ 学力向上

路の実現を図るとともに、社会に貢献でき し、進学は4人の国公立大など難関校にも合格 一人一人にきめ細かな指導を展開し、基礎学力及び

る人材の育成 者を出すことができた。 より発展的な確かな学力を身につけさせる。下級生に

おいては偏差値の向上、3年生においては希望進路の実

２ 「地域の学校」として、信託と期待に応 ２ 隔週土曜授業を行うことで平日は6限授業と 現を果たす。

えうる学校づくり し放課後に自主活動の時間を確保することが

できた。 ２ 学校行事・部活動の充実２ 学校行事・部活動の充実２ 学校行事・部活動の充実２ 学校行事・部活動の充実

３ 生徒、自らがつくる「安心・安全」な学 土曜授業を行うことでメリハリのある教育を展開し、

校づくり ３ ウエイトリフティング部と書道部が全国大 平日の放課後を有効に活用させる。生徒会活動や部活

会に出場した。その他の部活動も、野球部の 動など自主活動の一層の充実を図る。

ベスト16等、府の大会で上位を狙える位置ま

でレベルアップした。 ３ ボランティア・地域貢献３ ボランティア・地域貢献３ ボランティア・地域貢献３ ボランティア・地域貢献

ボランティア活動を積極的に行うと共に、「出前授業」

４ 京都フロンティア校の取組 【地域へ＜活 「きもの着付け教室」など地域やＰＴＡと連携した取

力・創生・貢献＞１０００人プロジェクトⅡ】 組を充実させ、地域に貢献し信頼される学校を目指す。

を行うことで、地域を活性化し、地域を支え

る意識の高揚と地域社会とのつながりの大切 ４ 広報の充実・入学希望者の増加４ 広報の充実・入学希望者の増加４ 広報の充実・入学希望者の増加４ 広報の充実・入学希望者の増加

さを学んだ。 上記のような取組をあらゆる機会を活用して発信し、

入学希望者の増加につなげる。

５ 学校評価で「本校に入学して良かった」と

答えた生徒が79％、「本校に子供を入学させ ５ キャンパス化を視野に魅力的な内容の検討５ キャンパス化を視野に魅力的な内容の検討５ キャンパス化を視野に魅力的な内容の検討５ キャンパス化を視野に魅力的な内容の検討

て良かった」と答えた保護者が８7％と本校教 32年度にスタートするキャンパス化に向け、小規模

育へ高い満足度を得ている。 校の特性を生かした内容、入学する生徒が広い視野を

もち大きく成長できる内容、学校と地域がともに発展

６ 「地域イベントへの出演」「出前授業」「小 する内容を検討し、新しいキャンパスの構想を練り上

中学校への学習支援」「福祉施設ボランティア」 げる。

などの活動を通して、地域への貢献ができた。

【課題】

１ 学力向上と一人一人の希望進路実現

２ 思考力・判断力・表現力など問題を解決に

導く力の育成

３ 規範意識の更なる高揚

４ 部活動の更なる活性化

５ ボランティア活動を含め地域貢献の推進

６ キャンパス化を視野に入れた魅力の強化



評価領域 項目（重点目標） 具 体 的 方 策 評 価 成 果 と 課 題

地域創生推進校として、地域の活性化に貢献する事業を展開す

る。

学校の特色化 ハイレベルな文武両道を目指し、学力の向上や部活動の活性化

を図る。

組織・運営 ニュースレター・ホームページ・体験セミナーなど様々な機会

を通じて本校の魅力を発信し、入学希望者を増加させる。

キャンパス化を視野に学校の魅力化構想について検討会議を中

心に関係機関との連携を密にしながら、その具体化の推進を図る。

校内研修を充実させ、新学習指導要領に基づいた授業改善に取

り組み、教員の資質能力を向上させる。

指導体制の強化

部長会議を増やすなどを通して、生徒や学校の状況について、

教職員間での共通理解を深め、協働意識を一層強化する。

１年での探求学習の実施に伴い、生徒の「考える力」の向上に

繋がるようにその学習内容の充実を図る。

学習指導 学力の向上

・ 授業改善を図り、さらに家庭学習を定着させることで、「知識、

進路指導 理解」を向上させる。

補習・模擬面接・個別指導等きめ細かい指導を組織的に行い、

希望進路の実現

就職希望者の100％内定と目標校への合格率を高める。

あらゆる機会を通じて、あいさつや身だしなみをはじめマナー

規範意識の向上

の重要性を理解させ、問題行動の未然防止に努める。

主権者教育を含め、社会の構成員としての意識を高めるととも

生徒指導 に自主性を身につけさせ、生徒会活動やボランティア活動を充実

自主活動の活性化 させる。

部活動加入率を昨年以上に高めるとともに、上位の大会に出場

する選手を育て、活気のある学校にする。

日々の清掃活動や定期的な安全点検を通じて、安全で落ち着い

教育環境の整備

て学習できる環境を整備する。

健康・安全

教育相談会議の定例化を図り、分掌間の連携を密にし、また、

教育相談体制の充実 関係機関や保護者との連携も図りながら、広い意味で支援を要す

る生徒に対し迅速できめ細かな手立てを行う。


